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敗戦から 75年目を迎えて

平和を願う祈り
2020.8.15

〈聖語〉

司式者 聖書のみ言葉を聞いて、礼拝を始めましょう
せいし よ こ と ば き れいはい はじ

わたしは、平和をあなたがたに残し、わたしの平和を与える。わたしはこれを、世
へい わ のこ へい わ あた よ

が与えるように与えるのではない。心を騒がせるな。おびえるな。さあ、立て。ここ
あた あた こころ さわ た

から出かけよう。（ヨハネ 14:27,31 ）
で
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〈聖歌〉第419番「人ごみの街に」
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司式者 主よ、わたしたちの口を開いてください
しゆ く ち ひら

会衆 わたしたちは、主の誉れを現します
しゆ ほま あらわ

司式者 栄光は、父と子と聖霊に
えいこ う ちち こ せいれい

会衆 初めのように、今も、世々に限りなく アーメン
はじ いま よ よ かぎ

司式者 主をほめたたえましょう
しゆ

会衆 主のみ名をたたえます
しゆ な

〈詩編〉 【第85編】

※着席して、前節を司式者が、後節を会衆が唱えます

1 主よ、あなたはみ国に恵みを注ぎ∥ ヤコブの栄えを新たにされた
しゆ くに めぐ そそ さか あら

2 あなたの民のとがを赦し∥ すべての罪を覆われた
たみ ゆる つみ おお

3 激しい 憤 りをことごとく鎮め∥ み怒りを和らげられた
はげ いきどお しず いか やわ

4 わたしの救いの神よ∥ 立ち帰り、み怒りを鎮めてください
すく かみ た かえ いか しず

5 あなたはみ怒りをやめることなく∥ 世々に及ぼされるのか
いか よ よ およ

6 再びわたしたちを生かし∥ わたしたちに救いを与えてください
ふたた い すく あた

7 主よ、あなたの慈しみを示し∥ わたしたちに救いを与えてください
しゆ いつく しめ すく あた

8 神の語られる言葉を聞こう∥ 主はその民、聖徒たち、神に信頼する人に平
かみ かた こ と ば き しゆ たみ せい と かみ しんらい ひと へい

和を約束される
わ やくそ く

9 救いは神を畏れる人に近く∥ 栄光はわたしたちの地に住む
すく かみ おそ ひと ちか えいこ う ち す

10 慈しみとまことはともに会い∥ 正義と平和は抱き合う
いつく あ せい ぎ へい わ いだ あ

11 まことは地から芽生え∥ 正義は天から見守る
ち め ば せい ぎ てん み まも

12 主はみ恵みを注ぎ∥ 地は豊かに実る
しゆ めぐ そそ ち ゆた みの

13 正義は神のみ前を進み∥ 神の歩む道を備える
せい ぎ かみ まえ すす かみ あゆ みち そな

栄光は∥ 父と子と聖霊に
えいこ う ちち こ せいれい

初めのように、今も∥ 世々に限りなく アーメン
はじ いま よ よ かぎ
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〈聖書〉 【マタイによる福音書5:3-10】

3 「心の貧しい人々は、幸いである、
こころ まず ひとびと さいわ

天の国はその人たちのものである。
てん くに ひと

4悲しむ人々は、幸いである、
かな ひとびと さいわ

その人たちは慰められる。
ひと なぐさ

5 柔和な人々は、幸いである、
にゆう わ ひとびと さいわ

その人たちは地を受け継ぐ。
ひと ち う つ

6義に飢え渇く人々は、幸いである、
ぎ う かわ ひとびと さいわ

その人たちは満たされる。
ひと み

7憐れみ深い人々は、幸いである、
あわ ぶか ひとびと さいわ

その人たちは憐れみを受ける。
ひと あわ う

8心の清い人々は、幸いである、
こころ きよ ひとびと さいわ

その人たちは神を見る。
ひと かみ み

9平和を実現する人々は、幸いである、
へい わ じつげん ひとびと さいわ

その人たちは神の子と呼ばれる。
ひと かみ こ よ

10義のために迫害される人々は、幸いである、
ぎ は くがい ひとびと さいわ

天の国はその人たちのものである。
てん くに ひと

〈教話〉

〈立教大学チャプレン団 平和メッセージ〉

『敗戦から75年目を迎えて』 読み上げ

〈黙想〉 －オルガン奏楽－

〈代祷〉

司式者 救い主イエス・キリストのみ言葉とみ業に頼り、全公会のため、また世界
すく ぬし こ とば わざ たよ ぜんこ うかい せ かい
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のために祈りましょう
いの

ことに、先の戦争で人びとが負った痛みを想い、すべての過ちの上に、
さ き せんそ う ひと お いた おも あやま う え

主の赦しと和解を祈り求めましょう
しゆ ゆる わ かい いの も と

司式者 すべてのものの造り主なる神よ
つく ぬし かみ

会衆 憐れみをお与えください
あわ あた

司式者 平和の王なる、み子イエス・キリストよ
へい わ おう こ

会衆 憐れみをお与えください
あわ あた

司式者 真理へと導く聖霊なる神よ
しん り みちび せいれい かみ

会衆 憐れみをお与えください
あわ あた

司式者 聖なる三位一体の神よ
せい さん み いったい かみ

会衆 憐れみをお与えください
あわ あた

□アジアの人びとの傷を覚えて

司式者 神よ、 75年前の戦争によって、多くの人びと、ことにアジア諸国の人びと
かみ ねんまえ せんそ う おお ひと し ょ こ く ひと

が犠牲となられたことを深く心に刻みます。そして、この犠牲が、今もア
ぎ せい ふか こころ きざ ぎ せい いま

ジアの人びととの間で、癒し得ない傷であることを想います。どうか、わ
ひと あいだ いや え きず おも

たしたちの間にあなたの和解のみ業が示されますように
あいだ わ かい わざ しめ

会衆 主よ、わたしたちの祈りをお聞きください
しゅ いの き

□今も続く苦難や犠牲を覚えて

司式者 神よ、今もなお、パレスチナ、イスラエル、シリア、アジア・アフリカ諸国の
かみ いま し ょ こ く

人びとが、貧困や暴力、不正義、そして戦争の中に置かれていることを
ひんこん ぼ うりょく ふ せい ぎ せんそ う なか お

想います。どうか、神の家族である世界中の兄弟姉妹が苦しみ、悩み、
おも かみ か ぞく せ かいじゅう き ょうだい し まい く る なや

痛みから解放され、愛を分かち合い、支え合うことができますように
いた かいほ う あい わ あ さ さ あ

会衆 主よ、わたしたちの祈りをお聞きください
しゅ いの き
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□再び、戦争の過ちを繰り返さないために

司式者 神よ、戦争という過ちが人の心を変えてしまった現実を想い起こします。
かみ せんそ う あやま ひと こころ か げんじつ おも お

あの大戦の最中、多くの人びとは良心を奪われ、人を傷つけることを厭
たいせん さ なか おお ひと りようしん うば ひと きず いと

いませんでした。どうか、わたしたちが戦争の過ちを再び繰り返すこと
せんそ う あやま ふたた く かえ

がないように、すべての人の心に、神の平和を求める強い意志と思慮
ひと こころ かみ へい わ も と つよ い し し り よ

深さをお与えください
ぶか あた

会衆 主よ、わたしたちの祈りをお聞きください
しゅ いの き

□すべての戦争犠牲者とご遺族たちを覚えて

司式者 全能の神よ、先の戦争で犠牲となった人びとを顧み、この人たちにふさ
ぜんの う かみ さ き せんそ う ぎ せい ひと かえり ひと

わしい安息をお与えください。また、そのご遺族の上に主の変わらない
あんそ く あた い ぞく う え しゅ か

慰めとみ助けをお与えください。どうか、あなたの癒やしのみ手がすべ
なぐさ たす あた い て

ての人を包みますように
ひと つつ

会衆 主よ、わたしたちの祈りをお聞きください
しゅ いの き

〈平和の祈り〉

司式者 主よ、わたしたちをあなたの平和の道具にしてください
しゅ へ い わ ど う ぐ

会衆 憎しみのあるところに、愛を
に く あい

争いのあるところに、和解を
あらそ わ かい

分裂のあるところに、一致を
ぶんれつ いっ ち

疑いのあるところに、信仰を
うたが しん こ う

誤りのあるところに、真理を
あやま しん り

絶望のあるところに、希望を
ぜつぼう き ぼ う

暗闇に光を
く らやみ ひかり

そして、悲しみのあるところに、
かな

喜びをもたらす者としてください
よろこ もの

司式者 神よ、慰められるよりも、慰めることを
かみ なぐさ なぐさ
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主よ、わたしたちに求めさせてください
しゅ も と

会衆 理解されるよりも、理解することを
り か い り か い

愛されるよりも、愛することを
あい あい

主よ、わたしたちに求めさせてください
しゅ も と

与えることによって、与えられ
あた あた

赦すことによって、赦され
ゆる ゆる

あなたのために命を献げることによって、
いのち さ さ

永遠の命に生きる者とされるのですから アーメン
えいえん いのち い もの

〈特祷〉

司式者 真理と平和の 源 である神よ、み子イエス・キリストはすべての人がみな
しん り へい わ みなもと かみ こ ひと

主の家族として平和に生きるために、十字架により憎しみの隔ての壁を
しゅ か ぞく へい わ い じゅう じ か にく へだ かべ

除き、主による和解の道を開いてくださいました。いま、戦後 75 年を迎
のぞ しゅ わ かい みち ひら せん ご ねん むか

えたわたしたちが、過去を正しく見つめ、傷ついた人びとを想い、悔い
か こ ただ み きず ひと おも く

改めて、歴史の中に働かれる神の正義に応える知恵と勇気を与えてく
あらた れ き し なか はたら かみ せい ぎ こた ち え ゆ う き あた

ださい。そして、わたしたちの教会が、主の平和を実現していくよき器と
きょうかい しゅ へい わ じつげん うつわ

なることができますように、父と聖霊とともに一体であって世々に生き支
ちち せいれい いったい よ よ い し

配しておられる主イエス・キリストによってお願いいたします。
はい しゅ ねが

会衆 アーメン

〈祝福〉

司式者 恵み深い全能の神が、戦争の犠牲となった人びとに慰めと慈しみを、
めぐ ふか ぜんの う かみ せんそ う ぎ せい ひと なぐさ いつく

悔い改める人びとに赦しを、平和を求める人びとの間に真実の和解を
く あらた ひと ゆる へい わ も と ひと あいだ しんじつ わ かい

与えてくださいますように。
あた

会衆 アーメン
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〈聖歌〉第487番「重荷 背負う人に」


